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マイナンバーカードなど
受付時間の延長と休日開庁

マイナンバーカードを取得しましょう

業務内容
❶～❸以外の業務は行いません。窓口の混雑状況によっ
ては、お時間をいただくことがあります。
❶ マイナンバーカード交付窓口…マイナンバーカードの

交付・申請、電子証明書更新
※ 受け取り方法など詳しくは、マイナンバーカードの交

付準備が整い次第送付している交付通知書（ハガキ）
または町ホームページをご覧ください。

❷ マイナポイント支援窓口…マイナポイント予約・申込
※ マイナポイント事業の申込は、マイナンバーカード

を令和5年2月28日までに申請された人が対象です。
※ マイナポイント事業自体の申込期限は 5 月 31 日ま

でです。混雑が予想されますので、早めの申請をお
願いします。

受付時間の延長

4月5日㈬・19日㈬
午後 7 時まで

（交付の受付は午後 6 時 30 分まで）

休日開庁 午前 10 時～午後 4 時4月9日㈰
❸保険証利用登録支援窓口

窓口での印鑑登録証明書の取得　
　窓口での印鑑証明書の取得には「印鑑登録証」か「住
民カード」の提示が必要です。忘れずに持参してくだ
さい。利用者証明用電子証明書が登録されたマイナン
バーカードで、印鑑証明書と住民票を取得できます。

窓口が大変混み合いますので、お時間に余裕をもっ
てご来庁くださいますようお願いします。

問い合わせ

◦マイナポイント支援窓口…��総務課 ICT推進室 ICT推進係
☎34-2073

◦保険証利用登録支援窓口…保険医療課☎ 34-2097

◦マイナンバーカード交付窓口…�総合窓口課☎ 34-2087

　システムの全国的な更改作業実施に伴い、以下の期
間、窓口でのマイナンバーカード用電子証明書（署名
用電子証明書と利用者証明用電子証明書）の発行・失
効・更新などのすべての業務を停止します。
　ご不便をおかけしますが、ご理解をお願いします。
停止期間
令和 5 年 4 月 29 日（土・祝）～ 5 月 7 日㈰　終日
※ 停止期間の直前直後は、窓口が非常に混み合うこと

が予想されますので、余裕をもってご来庁ください。
停止期間中の主な手続への影響
❶ マイナンバーカード用電子証明書の発行・失効・更新
　手続きはできません。有効期限切れに伴う更新手続
は、有効期限の 3 ヵ月前から有効期限の日まで可能
ですので、停止期間を避け手続きしてください。
❷マイナンバーカードの交付
　窓口での交付は可能ですが、交付申請時に電子証明
書の発行を希望されなかった人が窓口で電子証明書の
新規発行を希望される場合、停止期間中電子証明書の

発行はできません。
❸ 引っ越し、結婚などで住所、氏名が変わる場合のマ

イナンバーカード手続
▶�町内での引っ越しで住所が変わる場合や結婚などで
氏名が変わる場合…券面事項（氏名・住所情報）の
更新とマイナンバーカード用電子証明書（氏名・住
所情報を持つ署名用電子証明書）の失効・発行はで
きません。

▶ ほかの市区町村への引っ越しで住所が変わる場合…
券面事項（氏名・住所情報）の更新はできますが、
マイナンバーカード用電子証明書（氏名・住所情報
を持つ署名用電子証明書）の失効・発行はできません。

❹マイナンバーカードなどの暗証番号初期化
　窓口ではマイナンバーカードとマイナンバーカード
用電子証明書の暗証番号の初期化はできません。
※ スマートフォンアプリを用いたコンビニエンススト

アのキオスク端末（マルチコピー機）での署名用電
子証明書の暗証番号初期化サービスは、停止期間中
でもご利用できます。

マイナンバーカード用電子証明書の発行業務などの停止
問個人番号カードコールセンター☎ 0570-783-578

マイナンバーカード
総合サイト��
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町民の皆さんにお知らせしたい情報を
ドンと拡大して掲載しています。

狂犬病予防注射の日程表（集合注射）
実施日 時　間 実施場所

4 月 12 日㈬ 午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分 宮古公民館
午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分 南薬王寺公民館

4 月 13 日㈭
午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分 中央体育館

（駐輪場）

午後 1 時 30 分～ 2 時 30 分 唐古・鍵遺跡史跡
公園多目的広場

4 月 14 日㈮
午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分 町民ホール

西側駐車場

午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分 JA ならけん
多出張所

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
う
と
き
は

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
が
必
要
で
す

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
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お
知
ら
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
33
・
8
0
0
0

病
予
防
注
射
（
集
合
注
射
）
を
実
施
し
ま

す
。
都
合
の
よ
い
場
所
へ
犬
を
十
分
に
制

御
で
き
る
人
が
連
れ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
象
　
町
内
で
飼
っ
て
い
る
生
後
91
日
以

上
の
犬

費
用
　
3
4
0
0
円
（
注
射
手
数
料

2
8
5
0
円
、
注
射
済
票
交
付
手
数
料

5
5
0
円
）

※ 
釣
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
に
準
備
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

登
録
済
の
人
に
は
3
月
下
旬
に
「
狂
犬
病

予
防
注
射
通
知
書
」
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

犬
の
登
録
　
ま
だ
登
録
を
し
て
い
な
い
場

合
は
、
予
防
注
射
と
併
せ
て
登
録
手
続
き

も
行
い
ま
す
。
な
お
、
登
録
は
保
健
セ
ン

タ
ー
で
随
時
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

費
用
　
3
0
0
0
円

犬
の
死
亡
、
変
更
届
　
犬
が
死
亡
、
失し

っ
そ
う踪

な
ど
、
登
録
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
と
き

は
、
必
ず
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

㊟�

犬
が
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
、
か

つ
環
境
省
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
犬
と
猫
の

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
情
報
登
録
」
で
所
有

者
情
報
を
登
録
、
ま
た
は
変
更
登
録
を

し
た
場
合

　
犬
の
飼
い
主
に
は
法
律
で
次
の
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◦ 

現
在
居
住
し
て
い
る
市
町
村
に
飼
い
犬

の
登
録
（
生
涯
に
1
回
）
を
す
る
こ
と

　（
㊟
の
場
合
、
田
原
本
町
で
は
不
要
）

◦ 

飼
い
犬
に
毎
年
（
年
1
回
）
の
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と

◦ 

飼
い
犬
に
、
犬
の
鑑
札
の
装
着
（
㊟
の

場
合
、
田
原
本
町
で
は
不
要
）
と
注
射

済
票
の
装
着

狂
犬
病
予
防
注
射
　
左
記
の
と
お
り
狂
犬

学
生
納
付
特
例
制
度
を
申
請
す
る
皆
さ
ん
へ

毎
年
申
請
が
必
要
で
す

　
学
生
（
20
歳
以
上
）
で
年
金
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
、
本
人
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
を
猶
予
す
る
制
度
で
す
。

対
象
　
大
学
・
大
学
院
・
短
期
大
学
・
高

等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
特
別
支
援
学

校
・
専
修
学
校
・
各
種
学
校
な
ど
に
在
籍

す
る
学
生
（
一
部
対
象
と
な
ら
な
い
学
校

も
あ
り
ま
す
）

申
請
期
間
　
令
和
5
年
度
分
は
4
月
か
ら

申
請
が
で
き
ま
す
。

※ 

2
年
1
ヵ
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申

請
で
き
ま
す
。

申
請
方
法
　
日
本
年
金
機
構
か
ら
学
生
納

付
特
例
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
）
が
届
い
た
人

は
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
が
届
か
な
い
人

は
、
①
本
人
確
認
書
類
、
②
年
金
手
帳
な

ど
基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の
、

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
も
の
、

④
学
生
納
付
特
例
を
希
望
す
る
期
間
が
学

生
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
学
生
証
ま
た
は

在
学
証
明
書
を
持
参
の
う
え
、
桜
井
年
金

事
務
所
ま
た
は
町
総
合
窓
口
課
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
5
年
4
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料

が
変
わ
り
ま
す
。

令
和
5
年
3
月
ま
で
…
1
万
6
5
9
0
円

令
和
5
年
4
月
か
ら
…
1
万
6
5
2
0
円

国
民
年
金
の
納
付
が
困
難
な
と
き

　
保
険
料
を
免
除
・
猶
予
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
学
生
の
人
は
学
生
納
付
特
例
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
産
前
産
後
期
間
の

免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。

国民年金保険料を前納するとお得です

※令和 6年度の国民年金保険料額は 16,980�円（月額）です。
※ �2 年前納・1年前納は 4月末、6ヵ月前納は 4月末と 10
月末が納付期限です。月末が金融機関の休業日の場合は、
翌営業日が納付期限となります。

現金による 2年前納の場合
402,000 円 → 387,170 円 （14,830円割引）
現金による 1年前納の場合
198,240 円 → 194,720 円 （3,520 円割引）
現金による 6ヵ月前納の場合

99,120 円 → 98,310 円 （810円割引）

4
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

桜
井
年
金
事
務
所
☎
42
・
0
0
3
3

町
総
合
窓
口
課
☎
34
・
2
0
8
7



公民館教室
申込フォーム
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※�新型コロナウイルス感染症による影響により、本紙に掲載されている情報が変更になる可能性があります。
最新の情報については、担当課へ問い合わせいただくか、町ホームページをご確認ください。
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公民館（青垣生涯学習センター内）☎ 32-6191

令和 5年度高齢者クラブの
参加者募集

60 歳以上の皆さん、趣味を楽しみませんか？

対象　60 歳以上の町内在住者
※住所を確認させていただくことがあります。
受講料　1,000 円（囲碁、スポーツは無料）
※受講料のほかに、材料費などが必要になる場合があります。
※受講料は 1 回目のクラブの際に納付してください。
受付期間　 5 月 2 日㈫～ 23 日㈫ （休館日を除く）
申込方法（次のいずれかの方法で申込）
◦ 直接公民館で申し込む

申込用紙にクラブ名・住所・氏名・電話番号を記入し
て申し込んでください。

◦ ハガキで申し込む
ハガキにクラブ名・住所・氏名・電話番号を記入し、
受付期間内に郵送で申し込んでください。
送付先：〒 636-0247 ／田原本町阪手 233-1 ／田原
本青垣生涯学習センター 公民館あて

※電話・FAX での申込は不可
※申込は1人2クラブまでです。（囲碁、スポーツは除く）
注意事項
※ 申込多数の場合は抽選し、結果を後日通知します。
※申込が定員の 4 割に満たないときは、クラブを開催

しません。
※申込時に、年間の予定表をお渡しします。
※都合により、学習内容・実施日時などを変更する場合が

あります。
※ 複数のクラブがあるため、日程が重なる場合があります。

名称 講師 定員 開催日時

囲碁 − 20 人 第 2 木曜日
午後 1 時 30 分～

書道 服部純幸 30 人 第 1 水曜日
午後 1 時 30 分～

民謡 藤本秀都裕 15 人 第 3 木曜日
午後 1 時 30 分～

スポーツ
（グラウン
ドゴルフ）

岸本 透 40 人 木曜日
午後 1 時 30 分～

生け花 岡本武子 20 人 第 3 土曜日
午前 10 時～

絵手紙 古井友規子 20 人 第 1 木曜日
午前 10 時～

民舞 西山トシ子 20 人 第 1 金曜日
午後 1 時 30 分～

■高齢者クラブ一覧表（初めての人も歓迎します）

対象　町内在住の成人
※住所を確認させていただくことがあります。
受講料　
新生涯学習講座（6 回）…1,000 円
上記以外の教室…2,000 円
※受講料のほかに諸経費（右ページ）が必要です。
※受講料は 1 回目の教室の際に納付してください。
※受講料のほかに、臨時に材料費などが必要になる

場合があります。
※下記の教室は、諸経費を前納していただきます。

公民館（青垣生涯学習センター内）☎ 32-6191

令和 5年度公民館教室の
参加者募集

まなび、ふれあい、いきいき学習

受付期間　4 月 2 日㈰～ 23 日㈰（休館日を除く）
申込方法（次のいずれかの方法で申込）
◦ 直接公民館で申し込む

申込用紙に教室名・住所・氏名・電話番号を記入
して申し込んでください。

◦ハガキで申し込む
ハガキに教室名・住所・氏名・電話番号を記入し、
受付期間内に郵送で申し込んでください。
送付先：〒 636-0247 ／田原本町阪手 233-1 ／
田原本青垣生涯学習センター 公民館あて

※電話・FAX での申込は不可
注意事項
※申込多数の場合「新生涯学習講座」以外の教室は

抽選し、結果を後日通知します。
※申込が定員の 4 割に満たないときは、教室を開

催しません。
※申込時に、年間の予定表をお渡しします。
※都合により、学習内容・実施日時などを変更する

場合があります。
※ 複数の教室・クラブがあるため、日程が重なる場

合があります。

教室名 諸経費
華道教室 1 万 5,000 円（花材費・9 回分）
フラワーアレン
ジメント教室 1 万円（前期分花材費）
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町民の皆さんにお知らせしたい情報を
ドンと拡大して掲載しています。

■公民館教室一覧表 初めての人もお気軽にご参加ください。

名称 目的 講師 定員 期日・時間 諸経費

新生涯学習
講座

歴史・国際交流・防災・健康など、
幅広いテーマで学びながら生きがい
に満ちた人生の創造を目指します。

各回ごとに
代わります 50 人

第 2 水曜日
午前 9 時 30 分～
全 6 回

―

楽しい着付
け教室

美しく、楽に着こなしができるよう
に皆さん一緒に学んでいきましょ
う。

外山久実 20 人
5 ～ 7 月の火曜日
午前 10 時～
全 9 回

着物などをレンタルす
る人は2,000円（9回分）

絵画教室 発想豊かな絵をたのしむ 武田道弘 30 人
第 3 土曜日
午後 1 時 30 分～
全 9 回　　　　　

画材費は自己負担　　　　　　　　　　　　
運営費用 5,000 円

煎茶教室 礼儀作法と各種類の茶の知識と淹れ
方飲み方を学ぶ 竹島智園 20 人

第 3 木曜日
午前 9 時 30 分～
全 9 回

初回 8,000 円

華道教室 （池坊）身近な花材で暮らしの環境
に合わせた生け花を楽しむ 土堤一恵 20 人

第 4 土曜日
午前 10 時～
全 9 回

年間 1 万 5,000 円

押し花教室

押し花を通じて、花や自然にふれ、
心豊かになりましょう
記念日の花や自分で育てた花などを
押し花にして、作品に仕上げ身近に
飾り楽しんではいかが？

西　啓子 20 人
第 2 土曜日
午前 10 時～
全 9 回

各回
1,500 ～ 3,000 円程度

初回のみ 3,500 円程度

フラワーア
レンジメン
ト教室

花の美しさを創造し、生活にうるお
いとゆとりをはぐくむ 安田淑子 24 人

第 2 木曜日
午前 10 時～
全 9 回

前期 1 万円　　　　　　　　　　　　　　
後期 1 万 2,500 円

押し絵教室 古典的な押し絵から現代創作押し絵
まで 高濱道子 20 人

第 4 金曜日
午前 9 時 30 分～
全 9 回

▼初めての人…1 セッ
ト 500 円～（ミニ色紙）

▼ 2 年目以降の人…1
セット 2,000 円程度（色
紙大）

茶道教室（抹
茶）裏千家

茶を通して日常生活に生かせること
を目的に、自分の心を広くやしなう
こと。心と心のつながりを大切にし、
相手をうやまい和合の精神を身につ
けること。 広い心で地域の人たち
にお茶のよさを広めよう。

辰田伊嗣 20 人
第 2 土曜日
午後 1 時 30 分～
全 9 回

初回 7,000 円

川柳教室
五・七・五と指を折りながら楽しく
学びます。句会を通じて文学の面白
さが体験できます。

阪本きりり 20 人
第 1 火曜日
午後 1 時 30 分～
全 9 回　　

―

手作り雑貨
教室

月替わりで色々なハンドメイドを楽
しみながら、日常の暮らしのなかで
使える雑貨を作ります。「こころよ
ろこぶ時間」をすごしましょう。

吉田成美 13 人
第 3 金曜日
午前 10 時～
全 8 回

1 作品 2,500 円～
3,000 円程度（材料セ
ットです）

俳句教室

やさしい俳句の作り方を学び、あな
たらしい俳句を作ろう。俳句は一行
日記。青垣生涯学習センター周辺を
散策して俳句を作る吟行や添削を通
じ、初心者にも分かり易い具体的な
個別指導で、誰でも 1 年間で俳句
が作れるようになります。

西谷剛周 15 人
第 3 水曜日
午後 1 時 30 分～
全 9 回

―
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※�新型コロナウイルス感染症による影響により、本紙に掲載されている情報が変更になる可能性があります。
最新の情報については、担当課へ問い合わせいただくか、町ホームページをご確認ください。

町役場の代表電話番号☎ 0744-32-2901

暮
ら
し
・
環
境

保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

就
職
・
募
集

催
し
・
講
座

そ
の
他

お
知
ら
せ

行
政
情
報

認
知
症
に
関
す
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

地
域
で
支
え
あ
え
る
よ
う
に

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
34
・
2
1
0
4

き
っ
か
け
で
家
に
帰
れ
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
衣

服
や
靴
な
ど
に
貼
る
「
見
守
り
シ
ー
ル
」

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
見
守
り
シ
ー
ル
っ
て
何
？

　
連
絡
先
な
ど
の
情
報
を
あ
ら
か
じ
め
登

録
し
た
番
号
を
記
入
し
た
ア
イ
ロ
ン
シ
ー

ル
と
反
射
シ
ー
ル
で
す
。

　
自
宅
な
ど
に
帰
れ
な
く
な
っ
た
高
齢
者

が
保
護
さ
れ
た
と
き
に
問
題
と
な
る
の
が
、

認
知
症
な
ど
に
よ
っ
て
自
宅
の
住
所
や
自

分
の
名
前
が
伝
え
ら
れ
ず
対
応
が
困
難
に

な
る
こ
と
で
す
。
見
守
り
シ
ー
ル
を
衣
服

や
帽
子
、
靴
の
か
か
と
や
持
ち
物
な
ど
に

貼
り
つ
け
て
お
く
こ
と
で
、
素
早
く
身
元

や
連
絡
先
を
確
認
で
き
ま
す
。
シ
ー
ル
に

は
個
別
登
録
番
号
と
町
役
場
と
天
理
警
察

署
の
電
話
番
号
の
み
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

氏
名
な
ど
の
個
人
情
報
は
記
載
さ
れ
ま
せ

ん
。
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

令
和
4
年
度

認
知
症
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

03　
令
和
5
年
1
月
18
日
（
水
）
青
垣
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
弥
生
の
里
ホ
ー
ル
で
開
催

し
、
1
2
0
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

講
師
は
横
井
賀
津
志
さ
ん
（
大
阪
公
立
大

学
大
学
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
研
究

科
教
授
）
で
「
認
知
症
と
と
も
に
生
き
、

支
え
合
う
や
さ
し
い
地
域
を
い
っ
し
ょ
に

つ
く
ろ
う
!
」
と
の
題
目
で
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
認
知

症
と
診
断
さ
れ
た
人
の
ご
家
族
3
名
に
ご

登
壇
い
た
だ
き
、
認
知
症
に
気
づ
い
た

き
っ
か
け
や
、
介
護
体
験
に
つ
い
て
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
時
に
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
11
月
に
「
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
」

実
施
に
む
け
て
取
り
組
み
始
め
て
い
ま
す
。

「
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
（
ラ
ン
と
も
）」

　
今
ま
で
認
知
症
の
人
と
接
点
の
な
か
っ

た
地
域
の
住
民
や
企
業
、
商
店
な
ど
が
認

知
症
を
生
き
る
本
人
や
家
族
、
医
療
福
祉

関
係
者
な
ど
と
一
緒
に
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ

な
が
ら
走
る
、
ま
ち
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。一

人
歩
き
が
心
配

02田
原
本
町
高
齢
者
等
あ
ん
し
ん
見
守
り
事

業　
一
人
歩
き
の
高
齢
者
な
ど
が
、
何
か
の

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ

01　
認
知
症
と
思
わ
れ
る
初
期
の
段
階
か
ら
、

心
理
面
・
生
活
面
の
支
援
と
し
て
、
地
域

に
お
い
て
把
握
し
た
認
知
症
の
人
の
悩
み

や
家
族
の
身
近
な
生
活
支
援
ニ
ー
ズ
な
ど

と
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し
た
支

援
者
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
で
す
。
町
で
は
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
修
了
し

た
人
に
更
に
認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
研
修
会
を
実
施
し
、
令
和
4
年
9
月

1
日
に「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
た
わ
ら
も
と
」

を
発
足
し
ま
し
た
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

を
増
や
す
仕
組
み
づ
く
り
や
、
認
知
症
シ

見守りシール（反射シール）

見守りシール（アイロンシール）

前回実施時
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町民の皆さんにお知らせしたい情報を
ドンと拡大して掲載しています。

　
人
間
ド
ッ
ク
や
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る

場
合
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

助
成
額
（
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
1
回
の
み
）

◦
国
民
健
康
保
険
加
入
者

人
間
ド
ッ
ク
…
2
万
5
0
0
0
円
（
上
限
）

脳
ド
ッ
ク
…
2
万
6
0
0
0
円
（
上
限
）

◦
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

人
間
ド
ッ
ク
…
2
万
円
（
上
限
）

脳
ド
ッ
ク
…
2
万
1
0
0
0
円
（
上
限
）

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

◦
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
40
歳
以
上
74
歳
以
下
の
国
保
被
保
険
者

で
、
申
請
日
時
点
で
過
去
1
年
間
引
き
続

き
被
保
険
者
の
資
格
が
あ
る
人
。
ま
た
、

国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
。（
今
年
度
に

75
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生
日
の
前
日
ま
で

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
）

※ 

人
間
ド
ッ
ク
の
場
合
は
、
下
記
の
人
間

ド
ッ
ク
助
成
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と
。

◦
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
申
請
日
時
点
で
被
保
険
者
の
資
格
が
あ

り
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し

て
い
る
世
帯
の
被
保
険
者
で
あ
る
人
。

※ 

人
間
ド
ッ
ク
の
場
合
は
、
左
記
の
人
間

ド
ッ
ク
助
成
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と
。

人
間
ド
ッ
ク
助
成
条
件

❶ 

受
診
す
る
年
度
（
令
和
5
年
4
月
～
令

和
6
年
3
月
末
）
に
お
い
て
（
特
定
）

健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
な
い
こ
と

❷ 
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
結
果
を
（
特
定
）

健
康
診
査
・
保
健
指
導
に
利
用
す
る
こ

と
に
同
意
し
、
提
出
す
る
こ
と

❸ 

特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
場
合

は
、
指
導
を
受
け
る
こ
と

申
請
方
法

　
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
ド
ッ
ク
受
診

前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
医
療
機
関
に
予

約
の
う
え
、
保
険
医
療
課
の
窓
口
へ
申
請

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の
　

◦
被
保
険
者
証
　

◦ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）　

◦
印
鑑

　
国
保
に
加
入
し
て
い
た
人
が
、
就
職
な

ど
で
社
会
保
険
な
ど
に
入
っ
た
と
き
は
、

必
ず
保
険
医
療
課
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
会
社
な
ど
が
国
保
脱
退
の
手
続
き
を
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
自
身
で

脱
退
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の

◦
社
会
保
険
な
ど
の
被
保
険
者
証
（
※
）

◦
国
保
の
被
保
険
者
証
（
※
）

※
社
会
保
険
な
ど
に
変
わ
っ
た
人
全
員
分

◦
印
鑑
　

◦ 

個
人
番
号
が
分
か
る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）　

◦
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

　
令
和
4
年
3
月
31
日
以
降
に
解
雇
な
ど

の
非
自
発
的
理
由
で
失
業
し
、
国
保
に
加

入
し
た
場
合
、
失
業
し
た
人
の
給
与
所
得

を
1
0
0
分
の
30
と
し
て
、
所
得
割
が
算

定
さ
れ
ま
す
。

　
軽
減
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す

の
で
、
保
険
医
療
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
令
和
4
年
度
に
申
請
し
て
い
る
人
は
、

再
度
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象

　
離
職
日
が
令
和
4
年
3
月
31
日
以
降
で
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
「
離
職
理

由
」
に
次
の
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
て
い
る

人
（
11
、
12
、
21
、
22
、
23
、
31
、
32
、
33
、

34
）

軽
減
さ
れ
る
期
間

　
離
職
日
の
翌
日
が
属
す
る
年
度
と
そ
の

翌
年
度

申
請
に
必
要
な
も
の

◦
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
　

◦
印
鑑

◦
被
保
険
者
証

　
利
用
登
録
を
す
れ
ば
医
療
機
関
や
薬
局

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

医
療
機
関
や
薬
局
が
ま
だ
対
応
で
き
て
い

な
い
場
合
や
、
読
み
取
り
機
器
の
不
具
合

な
ど
で
健
康
保
険
資
格
が
確
認
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
医
療
機
関
や
薬
局
に

行
く
と
き
は
（
健
康
保
険
証
利
用
登
録
済

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
と
も
に
）
必

ず
従
来
の
健
康
保
険
証
も
持
参
し
ま
し
ょ

う
。

皆
さ
ん
の
健
康
な
暮
ら
し
の
た
め
に

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
へ
の
お
知
ら
せ

保
険
医
療
課
☎
34
・
2
0
9
7
／
☎
34
・
2
0
9
6

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
費

用
を
助
成
し
て
い
ま
す

1.

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
さ
れ
た

人
は
国
保
脱
退
の
手
続
き
を

2.
非
自
発
的
失
業
者
に
対
し
て 

保
険
税
の
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す

3.

医
療
機
関
・
薬
局
へ
は
従
来
の
健

康
保
険
証
も
持
参
し
ま
し
ょ
う
！

4.

令
和
4
年
度

認
知
症
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

03　
令
和
5
年
1
月
18
日
（
水
）
青
垣
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
弥
生
の
里
ホ
ー
ル
で
開
催

し
、
1
2
0
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

講
師
は
横
井
賀
津
志
さ
ん
（
大
阪
公
立
大

学
大
学
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
研
究

科
教
授
）
で
「
認
知
症
と
と
も
に
生
き
、

支
え
合
う
や
さ
し
い
地
域
を
い
っ
し
ょ
に

つ
く
ろ
う
!
」
と
の
題
目
で
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
認
知

症
と
診
断
さ
れ
た
人
の
ご
家
族
3
名
に
ご

登
壇
い
た
だ
き
、
認
知
症
に
気
づ
い
た

き
っ
か
け
や
、
介
護
体
験
に
つ
い
て
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
時
に
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。



　西竹田・十六面地区において県の「都市計画法に基づ
く開発許可の基準に関する条例」に規定する区域指定
が、2 月 27 日に行われました。
　指定に伴い、市街化調整区域での建ぺい率・容積率な
どが変更になります。また、どなたでも一戸建て住宅を
建てることが可能になります。
場所　西竹田と十六面の一部

まちづくり建設課都市計画係☎ 34-2085
西竹田・十六面地区の区域指定

指定区域

軽減
割合

同一世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額
などの合計額

7 割
43万円に 10万円×（給与所得者等の数 -1）を加え
た金額以下

5割

43 万円＋（28.5 万円×世帯の被保険者数）に 10
万円×（給与所得者等の数 -1）を
加えた金額以下

　　　
43万円＋（29万円×世帯の被保険者数）に10万円×（給
与所得者等の数 -1）を加えた金額以下

2割

43 万円＋（52 万円×世帯の被保険者数）に 10万
円×（給与所得者等の数 -1）を加えた金額以下

　　　
43万円＋（53.5 万円×世帯の被保険者数）に10万
円×（給与所得者等の数 -1）を加えた金額以下

均等割額の軽減措置にかかる
所得判定基準が見直されます

4 月から後期高齢者医療制度の
保険料軽減制度が変わります
保険医療課福祉・高齢医療係☎ 34・2095／☎ 34・2096

県後期高齢者医療広域連合☎ 29・8430

町役場の代表電話番号☎ 0744-32-2901
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広報たわらもと　2023.4広報たわらもと　2023.417
※�新型コロナウイルス感染症による影響により、本紙に掲載されている情報が変更になる可能性があります。
最新の情報については、担当課へ問い合わせいただくか、町ホームページをご確認ください。

期日前投票
　投票日に仕事、旅行、レジャーなどで投票できない
人は、期日前投票または不在者投票ができます。
❶奈良県知事選挙
日時　4 月 8 日㈯まで　午前 8 時 30 分～午後 8 時
場所　町民ホール（町役場西側）
❷奈良県議会議員選挙
日時　4 月 1 日㈯～ 4 月 8 日㈯
　　　午前 8 時 30 分～午後 8 時
場所　町民ホール（町役場西側）

町選挙管理委員会事務局（町役場内）　☎ 34-2106

その一票　みんなでつくる　大きな未来

奈良県知事選挙
奈良県議会議員選挙

午前７時～午後８時投票時間

投 票 日 4月9日㈰

※  4 月 8 日㈯のみ、青垣生涯学習センター 1 階
視聴覚室でも期日前投票ができます。

タワラモトンタクシー利用券
利用可能日を拡充します

企画財政課政策企画統計係☎ 34-2083

　タクシーを利用する際の初乗り運賃を補助する（タ
ワラモトンタクシー利用料金助成制度）利用券につい
て、令和 5 年 4 月 1 日よりいずれの曜日も利用でき
るようになります。

変更前
日曜日、祝日、12 月 29 日～ 1 月 3 日は利用不可。
変更後
いずれの曜日も利用可能。

※利用可能時間については変更ありません。
　（午前 8 時～午後 6 時）

町ホームページ
「タワラモトンタクシー利用券
の申請方法について」
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教室名 開催日時 回数 場所 対象 定員
ジュニア
サッカー

5 月 10 日㈬～ 11 月 8 日㈬
毎週水曜日午後 4 時～ 5 時 30 分 20 回 健民運動場 小学１～３年生 20 人

卓球 5 月 9 日㈫～令和 6 年 1 月 30 日㈫
毎週火曜日午後 6 時～ 7 時 30 分 25 回 中央体育館 一般男女 35 人

バドミントン 5 月 11 日㈭～ 11 月 30 日㈭
毎週木曜日午後７時～９時 20 回 中央体育館 高校生以上～

一般男女 20 人

リズム
体操

5 月 12 日㈮～令和 6 年 2 月 9 日㈮
毎週金曜日午前 10 時 30 分～ 11 時 45 分 30 回 中央体育館 一般女子 40 人

いきいき
体操

5 月 11 日㈭～令和 6 年 2 月 15 日㈭
毎週木曜日午後 1 時～ 2 時 30 分 30 回 中央体育館 一般女子 40 人

テニス 5 月 13 日㈯～ 11 月 18 日㈯
毎週土曜日午後 1 時～ 3 時 20 回 中央体育館

庭球場
一般男女

（初級・中級） 30 人

ソフト
テニス

5 月 13 日㈯～ 11 月 18 日㈯
毎週土曜日午後 1 時～ 3 時 20 回 中央体育館

庭球場

小学3～6年生、
一般男女（初級・
中級）

20 人

参加費
▼小学生…1,000 円　▼高校生以上…2,000 円
※中学生は参加できません。
受付期間　4 月 16 日㈰～ 30 日㈰（月曜日は
休み）午前 8 時 30 分～午後 5 時
申込方法　申込用紙（中央体育館にあります）
に必要事項を記入のうえ、参加費を添えてお申

し込みください。
※申込順、電話・FAX での申込は不可。
※参加費の返金はできません。
注意事項　7 月下旬から 8 月末日まで教室は
開催しません。
　卓球教室対象者の小学生は令和 5 年度か
ら放課後子ども教室に移行します。

教室名 内容 開催日時 回数 定員

ちぎり絵
教室

和紙の持つ特性を生かし、すべて手でちぎ
って仕上げます。重ね、ぼかしなどの技法
で質感を出しながら絵画を制作します。

第 2火曜日（5月～令和 6年 2月）
※ 8月・令和 6年 1月は休講
午前 9時 30分～ 11時 30分

8回 15人

老人体操
教室

健康維持のための体操（ボール、椅子な
どを使った運動、家でも気軽にできる簡
単な体操）を行います。

第 2･4 月曜日（5～ 7月、9・11月）
第 1･3 月曜日（10月）　※ 8月は休講
午後 1時 30分～ 2時 30分

12回 15人

茶道教室
茶道の立ち居振舞い、作法を身に付ける
ことができます。初心者から茶道経験者
まで誰でも学ぶことができます。

第 2･4 木曜日（5・6・10月）
第 2･3 木曜日（7・11・12月）
※ 8・9月は休講
午前 9時 30分～正午

12回 15人

なつかし
音楽教室

懐かしい曲をピアノに合わせて歌ったり、
ダンスや伴奏をして「心から楽しい」と
思える時間を過ごしてみませんか。

第 2金曜日（5月～令和 6年 1月）
※ 8月は休講
午前 9時 30分～ 11時

8回 15人

令
和
5
年
度

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
介
護
予
防
教
室

65
歳
か
ら
の
人
生
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っ
と
楽
し
も
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老
人
福
祉
セ
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ー
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対象　町内在住の 65 歳以上の人
　　　（令和 5 年 4 月 1 日現在）
受講料　無料（材料費は自己負担）
申込方法　4 月 17 日㈪（当日消印有効）ま
でに往復ハガキで次の事項を記入し申込先へ。
▶�往信の裏面…教室名・郵便番号・住所・氏

名（ふりがな）・性別・年齢・電話番号

▶�返信の表面…申込者の郵便番号・住所・氏
名

※ 往復ハガキ 1 枚で 1 教室の申し込みとな
ります。

※申込者多数の場合は抽選で決定。
申込先　田原本町老人福祉センター

（〒 636-0352　田原本町金剛寺 39）

町民の皆さんにお知らせしたい情報を
ドンと拡大して掲載しています。
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町役場の代表電話番号☎ 0744-32-2901
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　経済的な理由により、公立小・中学校への就学が困
難な家庭（生活保護法の要保護者に準ずる程度に困窮
していると認められる場合）に対して、学用品や修学
旅行などの費用の一部を援助する制度があります。
　この制度では学校長と民生委員の意見に基づき、所
得額などによる審査を行い受給の可否を決定します。
　受給希望者は、お子さんが在籍する町内の小・中学
校へ申請してください。

▶お子さんが在籍する学校　▶教育総務課学校教育係☎34-2074

就学援助制度（公立小・中学校）

場所　
青垣生涯学習センター 2 階　会議室（特別展示室）
期間
4 月 22 日㈯～ 5 月 28 日㈰午前 9 時～午後 5 時

（入館は午後 4 時 30 分まで／月曜日休館）

観覧料　
▶ 一般…200 円（常設展との共通券 300 円）
▶ 高校・大学生…100 円（常設展との共通券 150 円）

日時　4 月 29 日（土・祝）午後 1 時 30 分～ 4 時
場所　青垣生涯学習センター 2 階　研修室
定員　90 人（申込不要、先着順）

「人と水のはなし～最近の調査成果から」
西岡加奈子（田原本町教育委員会事務局）
 「水と祈りの考古学」
穂積裕昌さん（三重県埋蔵文化財センター）

企画展関連講演会関連事業 聴講
無料

◀溝にささげられた滑
かっせきせい
石製

祭
さ い し ぐ
祀具と土器（保津・宮古

遺跡第22次調査　5世紀）

▶井戸にささげられた斎
いぐし
串

と土器（保津・宮古遺跡第
22次調査　6世紀）

　人々の生活にとって、水は欠かすことのできない重
要なものです。生活に使う井戸の水、稲作に伴う灌

かんがい
漑

用水、時には自然の脅
きょうい

威となる河川の水など、水をい
かに利用し、制御するかに人々は知恵を絞りました。
また、水への感謝と畏

い ふ
怖の思いから、井戸や川に神の

存在を見出し、さまざまな形で水の神に祈りをささげ
ました。今回の企画展では、考古学を切り口として水
にささげられた人々の祈りの心に迫ります。

令和 5年度春季企画展
「水と祈りの考古学」

問��唐古・鍵考古学ミュージアム☎ 34-7100

　町内の小学生の居場所づくりを目的に「こども食
堂たわらもと」を開催しています。食事の提供は月 1
回を予定しています。（参加無料）
日時　5 月 27 日㈯正午～午後 1 時 30 分
場所　青垣生涯学習センター 2 階　調理室
対象　幼稚園児と小学生（幼稚園児と
田原本小学校区以外の児童は保護者の
送迎が必要）
定員　 約 30 人
問・申込　5 月 8 日㈪までに NPO 法
人子育てすこやかサークル（☎ 35-
3835）へ。詳細はQRコードを読み取っ
てください。
※ メニューは未定です。（アレルギー

の対応はしません）

こども食堂たわらもと
主催：日赤子ども食堂応援団

災害救援車が配備されました
健康福祉課社会福祉係☎ 34-2098

　2 月 6 日、日本赤十字
社奈良県支部から田原本
町分区に赤十字災害救援
車が配備されました。さ
まざまな事故や災害への
救護活動と赤十字事業の
広報活動など各種活動に
使用されます。
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町民の皆さんにお知らせしたい情報を
ドンと拡大して掲載しています。

大和まほろば圏域ニュース
（川西町）

Vol.30

　大和まほろば広域定住自立圏の市町村のつながり
を深めるために、圏域市町村（天理市・山添村・川
西町・三宅町・田原本町）広報紙の偶数月号に「大
和まほろば圏域ニュース」を掲載しています。

面塚　「観世流能楽発祥の地」
　奈良盆地を流れる寺川のほとりに「面塚」の石碑
と「観世発祥之地」と刻まれた石碑が建っています。
観世流創始者の観阿弥とゆかりがあり、翁面とネギ
が天から降ってきたとされる伝説の地です。
　春になると桜が見事に咲き乱れ、町民団体による
さくら祭りなどのイベントやライトアップが行われ
ます。
場所　川西町役場から南へ徒歩３分

問　川西町役場総合政策課☎　0745-44-2103 

観世流能楽発祥の地
　観世の発祥は、観阿弥三郎清次が、大和の
国の山田猿楽（現在の桜井市山田）から、大
和猿楽四座の一つ「結崎座」に加わり、一般
大衆の芸を優雅で洗練された芸能に進化させ、
座名も「結崎座」から「観世座」となりました。
　その後、観阿弥は結崎を拠点とし、世阿弥
の出生とともに、室町将軍の庇護のもと、不
抜の基礎を築き、特に世阿弥が天才的な芸風
を持ち、三代将軍義満の寵愛を受けました。
観世座は観阿弥、世阿弥親子二代の出現に
よって能楽完成に偉大な功績を残し、現在の
繁栄につながっているといえます。

面塚 桜まつり
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地
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の

拝観については文化財保存
課までお問い合わせくださ
い。


